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 特別会計48億4,070万円

　

平
成　

年
第
1
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
3
月
2
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開

29

16

15

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
人
事
案
件
を
採
決
し

ま
し
た
。
一
般
質
問
は
第
5
日
目
の
3
月
6
日
に
行
わ
れ
、
3
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
第
6
日
目
に
平
成　

年
度
予
算
を
除
く
議
案
の
質
疑
･
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し

29

た
。
第
7
日
目
に
平
成　

年
度
予
算
の
質
疑
を
行
っ
た
後
、
予
算
の
審
査
を
常
任
委
員
会
に
付

29

託
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
平
成　

年
度
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

29

　

平
成　

年
度
の
予
算
総
額
は

29

1
2
1
億
4
0
7
0
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
9
0
0
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
総
額

は　

億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

73
4
億
7
0
0
万
円
の
減
、
特
定

の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般
会

計
と
区
別
し
て
経
理
さ
れ
る
特

別
会
計
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額

は
、　

億
4
0
7
0
万
円
で
、

48

前
年
度
に
比
べ
3
億
9
8
0
0

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、

工
業
団
地
立
地
企
業
の
積
極
的

な
設
備
投
資
な
ど
に
よ
り
、
固

定
資
産
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
法
人
町
民
税
の
伸

び
が
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

歳
出
は
、
L
R
T
整
備
事
業

や
芳
賀
高
校
跡
地
の
宅
地
造
成

事
業
、
祖
母
井
市
街
地
整
備
事

業
な
ど
の
中
長
期
の
大
型
事
業

が
本
格
的
に
展
開
し
、
多
額
の

支
出
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
有
施
設
の
経
年
劣
化

に
よ
る
修
繕
費
や
国
民
健
康
保

険
・
介
護
保
険
な
ど
の
社
会
保

障
関
係
経
費
が
増
大
す
る
こ
と

か
ら
、
財
政
硬
直
化
の
進
行
が

懸
念
さ
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
躍
動
す
る
芳

賀
の
町　

未
来
に
つ
な
げ
よ

う
」
を
将
来
像
と
す
る
第
6
次

芳
賀
町
振
興
計
画
及
び
芳
賀
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
2
年
目
と
な
り
、
将

来
像
実
現
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

将
来
像
実
現
の
た
め
の

 

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
加
速
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予　算　額会　計　名
73億円一般会計

23億2,400万円国民健康保険

特　

別　

会　

計

1億8,500万円農業集落排水事業

5,010万円芳賀工業団地排水処理センター

13億8,100万円介護保険（保険事業勘定）

470万円介護保険（介護サービス事業勘定）

3億円公共下水道事業

3,250万円祖母井南部土地区画整理事業

4億2,440万円宅地造成事業

1億3,900万円後期高齢者医療

121億4,070万円合　　　計

■平成29年度各会計予算

平成29年度予算を 可可決決

定 例 会 の
概 要
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一般会計73億円　　　　
平成29年度予算を 可平成29年度予算を 決

・芳賀高校跡地の宅地造成工事
・LRT整備費
・祖母井中部市街地整備

4億2,369万円
2億2,223万円
2,883万円

現在の芳賀高校跡地現在の芳賀高校跡地

ALTの授業風景ALTの授業風景
下延生自治会活動の様子下延生自治会活動の様子

芳賀赤十字病院完成イメージ芳賀赤十字病院完成イメージ

マレーシアで販売されたにっこり梨マレーシアで販売されたにっこり梨

・農産物ブランド化の推進
・北部第2地区ほ場整備事業の調査計画
・道の駅農産物直売所の機能強化
・商店街等活性化補助金

272万円
1,897万円
1,753万円
100万円

・芳賀赤十字病院建設事業費負担金
・子どもの居場所づくり事業
・地域包括支援センターに生活支援コーディネーターを
　配置

・自治会活動などの支援
・消防団員の装備の改善・充実、防災士の資格取得

・消防団詰所改修工事

・ALTを各小中学校に配置
・中学生のイングリッシュキャンプ
・教育支援センター設置など教育相談費

1,607万円
26万円
503万円

5つの「つなげる」事業

平成29年度の主な事業内容

話 題 をつなげる話 題 をつなげる

笑 顔 をつなげる笑 顔 をつなげる

地 域 をつなげる地 域 をつなげる

便 

利 

を
つ
な
げ
る

便 

利 

を
つ
な
げ
る

教 

育 

を
つ
な
げ
る

教 

育 

を
つ
な
げ
る

4,370万円
8万円

351万円

1,466万円

229万円
648万円
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□
芳
賀
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て

　

平
成　

年
3
月　

日
付
け
で

29

31

任
期
満
了
と
な
る
芳
賀
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

杉
田
仁
氏
（
下
高
根
沢
）
が
、

引
き
続
き
最
適
任
者
と
し
て
議

員
全
員
の
同
意
に
よ
り
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

□
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

原
田
幹
也
氏
の
後
任
と
し
て
、

荒
井
俊
夫
氏
（
西
水
沼
）
を
最

適
任
者
と
し
て
法
務
大
臣
に
推

薦
す
る
こ
と
を
議
員
全
員
が
同

意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
原
田
氏
に
は
、
9
年

間
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

選
任
同

選
任
同
意意

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用
期

限
の
延
長
、法
人
税
割
の
制
限

税
率
引
き
下
げ
時
期
の
延
期
な

ど
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

現
在　

万
円
の
国
民
健
康
保
険

81

税
の
賦
課
限
度
額
を
、
医
療
分

で
3
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
で
3
万
円
、
介
護
納
付
金

分
2
万
円
、
合
計
8
万
円
を
引

き
上
げ
、　

万
円
と
す
る
も
の
。

89

質
疑　

小
林
一
男
議
員

 

（
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

消
費
税
の
引
き
上
げ
が

平
成　

年　

月
1
日
に
変
更
と

31

10

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。
①
平
成　

年
度
か
ら
平
成

27

　

年
度
ま
で
の
保
険
料
率
の
第

281
段
階
の
軽
減
に
つ
い
て
平
成

　

年
度
ま
で
継
続
す
る
。
②
介

29護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
平
成　

年
4
月

29

1
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
保
険
料
率
に
つ
い
て
平
成　
29

年
度
の
み
の
特
例
を
設
け
る
も

の
で
、　

歳
以
上
の
第
1
号
被

65

保
険
者
の
保
険
料
の
算
定
に
用

い
る
合
計
所
得
金
額
に
つ
い
て
、

現
在
、
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場

合
、
税
法
上
の
特
別
控
除
が
適

用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
さ
れ

る
長
期
譲
渡
所
得
及
び
短
期
譲

渡
所
得
に
係
る
特
別
控
除
額
を

控
除
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
情
報
公
開
及
び
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

□
芳
賀
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

内
容　

地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正

に
伴
い
、
育
児
休
業
に
係
る
子

の
範
囲
の
拡
大
、
介
護
休
業
制

度
の
拡
充
に
つ
い
て
改
正
す
る

も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
配
偶
者
同
行

休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

内
容　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
伴
い
、
根
拠
条
項
を
改
正
し
、

配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
延
長

に
つ
い
て
の
条
項
を
追
加
す
る

も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
単
純
労
務
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　
「
育
児
休
業
、
介
護
休

業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行

う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
」
等
の
改
正
に
伴
い
、
育
児

に
係
る
子
の
範
囲
の
拡
大
、
介

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年
第第第第第第第第第第
1111111111
回回回回回回回回回回
芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
町町町町町町町町町町
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会
提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出
議議議議議議議議議議

平
成　

年
第
1
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案案案案案案案案案案案

2222222222999999999929

部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、

2
つ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
、
町
独
自
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
お

い
て
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
情
報

連
携
を
可
能
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
伴
い
、フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
条
項

な
ど
を
追
加
す
る
ほ
か「
育
児

休
業
、介
護
休
業
等
育
児
又
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福

祉
に
関
す
る
法
律
」及
び「
地
方

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
」等
の
改
正
に
伴
い
、育

児
に
係
る
子
の
範
囲
の
拡
大
、

介
護
休
業
制
度
の
拡
充
な
ど
に

つ
い
て
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

条
例
改

条
例
改
正正

□
芳
賀
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

内
容　

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。①
個
人

住
民
税
に
お
け
る
寄
付
控
除
の

適
用
範
囲
に
つ
い
て
、寄
付
行

為
の
対
象
と
な
る
法
人
又
は
団

体
の
所
在
の
規
定
を「
県
内
」か

ら「
町
内
」に
改
め
る
も
の
。②

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
平
成

　

年　

月
1
日
に
変
更
と
な
っ

31

10

た
こ
と
に
伴
い
、個
人
住
民
税

に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
適

用
期
限
の
延
長
や
軽
自
動
車
税 ▲荒井俊夫氏

▲杉田　仁氏
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護
休
業
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
ふ
る
さ
と
交
流
体
験

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容　
「
道
の
駅
は
が
」の
中
に

あ
る
芳
賀
町
ふ
る
さ
と
交
流
体

験
セ
ン
タ
ー「
友
遊
は
が
」の
テ

ナ
ン
ト
料
金
を
変
更
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

「
友
遊
は
が
」の
テ
ナ
ン
ト
料
金

は
、1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

の
月
額
基
本
利
用
料
金
と
月
額

売
上
に
対
す
る
歩
合
利
用
料
金

の
2
種
類
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

歩
合
利
用
料
金
の
割
合
は
、売

上
額
に
応
じ
て
2
段
階
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。今
回
の
改
正
は
、

テ
ナ
ン
ト
料
金
の
歩
合
割
合　
3.5

％
を
廃
止
し
、　

％
の
み
に
す

2.5

る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
商
業
集
積
地
共
同
店

舗
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

現
在
、「
モ
テ
ナ
ス
」
の

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

28

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

内
容　

総
額
に
1
億
3
1
9
1

万
8
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を　

億
6
1
6
万
2
千
円
と

80

す
る
も
の
。

質
疑　

水
沼
孝
夫
議
員
、
岩
村

治
雄
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
国
民
健

28

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

内
容　

総
額
に
1
億
9
7
6
万

7
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を　

億
7
2
4
1
万
6
千
円
と

23
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
農
業
集

28

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

内
容　

総
額
に
1
7
0
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
1
億
9

3
4
3
万
3
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
） 

□
平
成　

年
度
芳
賀
工
業
団
地

28

排
水
処
理
セ
ン
タ
ー
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

内
容　

総
額
か
ら
8
6
0
万
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
7
8

0
0
万
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
介
護
保

28

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

内
容　

保
険
事
業
勘
定
は
総
額

に
2
6
5
2
万
9
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を　

億
7
4
8

13

5
万
円
と
す
る
も

の
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
は
総

額
に
3
0
8
万
2

千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
1
4

1
8
万
2
千
円
と

す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、

原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳

28

賀
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

テ
ナ
ン
ト
料
金
は
、
1
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
月
額
基
本

利
用
料
金
と
月
額
売
上
に
対
す

る
歩
合
利
用
料
金
の
2
種
類
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
出
店
者
の

販
売
促
進
や
販
売
意
欲
の
向
上

の
た
め
、
テ
ナ
ン
ト
料
金
を
基

本
利
用
料
金
の
み
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
光
の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容　

放
送
法
に
基
づ
い
て
文

言
を
「
再
送
信
」
か
ら
「
再
放

送
」
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、

芳
賀
町
光
の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
名
「
デ
ジ
タ

ル
基
本
」
を
「
B
S
パ
ス
ス

ル
ー
」
に
、「
ひ
か
り
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
を
「
デ
ジ
タ
ル
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
プ
ラ
ス
」
に
変
更
す
る

も
の
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
名
の
変
更

に
伴
い
「
テ
レ
ビ
利
用
料
金
」

及
び
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

料
金
」
を
変
更
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
） 

14 

増　

渕

13 

大　

島

12 

小
林（
信
）

11 
小
林（
隆
）

6 

小
林（
一
）

7 

石　

川

8 

小
林（
俊
）

9 

岩　

村

10 

杉　

田

1 

岡　

田

2 

大
根
田（
周
）

3 

大
根
田（
弘
）

4 

水　

沼

5 

北　

條

※数字は議席の番号です

内
容　

総
額
か
ら
7
9
7
万
9

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

2
億
9
0
3
2
万
1
千
円
と
す

る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
祖
母
井

28

南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

内
容　

総
額
の
増
減
は
な
く
、

歳
入
予
算
を
組
み
替
え
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
） 

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
宅
地
造

28

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

内
容　

総
額
に
2
1
5
0
万
6

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

9
4
2
0
万
6
千
円
と
す
る
も

の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）
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大
根
田
周
平　

議
員

県
営
建
設
事
業
負
担
金
1

千
7
2
8
万
5
千
円
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

農
政
課
長　

基
幹
水
利
施

設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
（
芳
賀
台
地
、
鬼
怒
中

央
の
土
地
改
良
整
備
）
と
農
山

漁
村
地
域
整
備
交
付
金
（
打
越

新
田
の
土
地
改
良
整
備
）
に
伴

う
町
の
負
担
金
で
す
。

水
沼
孝
夫　

議
員

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
つ
い
て
伺
う
。

 

こ
ど
も
育
成
課
長　

平
成

　

年　

月
に
成
立
し
た

28

12

「
教
育
機
会
確
保
法
」
を
基
に
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
が
学
校
以

外
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
も
の
で
す
。
学
習

の
重
要
性
や
児
童
生
徒
の
学
校

復
帰
に
向
け
て
環
境
整
備
を
行

い
ま
す
。

北
條　

勲　

議
員

防
災
士
資
格
取
得
負
担
金

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　

防
災
士
の
育

成
を
目
的
に
職
員
の
中
で

消
防
団
に
入
っ
て
い
る
3
名
と
、

消
防
団
本
部
か
ら
1
名
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

岩
村
治
雄　

議
員

空
き
家
対
策
協
議
会
の
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
計
画
課
長　

空
き
家

の
認
定
基
準
や
判
定
に
あ

た
っ
て
の
町
民
の
立
場
や
専
門

的
な
立
場
の
方
の
幅
広
い
意
見

を
求
め
る
た
め
に
協
議
会
を
設

置
し
ま
す
。 

小
林
隆
志　

議
員

結
婚
支
援
活
動
支
援
事
業

交
付
金
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　

芳
賀
町

と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
登
録
補
助
金
要
綱
の
規
定

に
基
づ
き
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
登
録
料
の
二
分
の
一
を

補
助
し
ま
す
。

岡
田
年
弘　

議
員

芳
賀
町
企
業
立
地
促
進
事

業
費
補
助
金
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

商
工
観
光
課
長　

企
業
が

新
規
に
工
場
を
建
設
・
増

築
し
た
場
合
に
固
定
資
産
税
や

都
市
計
画
税
に
相
当
す
る
額
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。

大
根
田
弘　

議
員

町
民
会
館
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
箇
所
に
つ
い
て
伺

う
。

生
涯
学
習
課
長　

正
面
玄

関
と
南
側
入
り
口
の
計
2

カ
所
に
設
置
し
ま
す
。
不
審
者

の
侵
入
防
止
に
役
立
つ
と
考
え
、

同
時
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
中
と

い
う
表
示
を
設
置
し
ま
す
。

大
島　

浩　

議
員

農
産
物
直
売
所
を
核
と
し

た
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
整

備
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

農
政
課
長　

道
の
駅
の
農

産
物
直
売
所
が
近
年
売
り

上
げ
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
て
、
そ
の
改
善
を
目
的
と

し
て
取
り
組
む
も
の
で
す
。
県

の
事
業
が
対
象
で
、
ソ
フ
ト
事

業
に
対
し
2
分
の
1
、
ハ
ー
ド

事
業
に
お
い
て
は　

分
の
4
の

10

補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

杉
田
貞
一
郎　

議
員

中
学
2
年
生
を
対
象
と
し

た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
は　

人
を
2
回
の　

人
を

30

60

募
集
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

2
年
生
全
員
を
受
け
入
れ
る
の

で
は
な
い
の
か
。

教
育
長　

1
回　

人
の
募

30

集
で
、
そ
れ
を
上
回
る
応

募
が
あ
っ
た
場
合
は
可
能
と
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
全
員
の
受

け
入
れ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。 

小
林
信
二　

議
員

食
肉
セ
ン
タ
ー
補
助
金
の

出
資
金
5
0
0
万
円
に
つ

い
て
伺
う
。

農
政
課
長　

運
営
費
に
か

か
わ
る
出
資
金
で
す
。
県

内
市
町
の
合
計
が
1
億
5
千
万

円
で
、
当
該
市
町
の
家
畜
の
等

数
割
り
で
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

牛
1
頭
で
豚
4
頭
換
算
に
な
っ

て
お
り
、
芳
賀
町
は
5
9
8
9

頭
、
県
内
の
豚
の
頭
数
が
9
5

1
4
3
2
頭
、
こ
れ
を
割
る
と

県
内
に
占
め
る
割
合
が　

%
と

0.63

な
り
、
負
担
割
合
が
1
％
未
満

で
5
0
0
万
円
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

石
川　

保　

議
員

祖
母
井
保
育
園
の
病
後
児

保
育
の
実
態
と
今
年
度
の

見
込
み
を
伺
う
。

こ
ど
も
育
成
課
長　

町
民

の
方
か
ら
の
要
望
に
お
応

え
し
、
病
気
の
あ
と
若
干
安
静

を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
て
い
る
も
の
で
す
。

平
成　

年
度
は
延
べ
6
人
程
度

29

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

小
林
俊
夫　

議
員

備
品
の
管
理
に
つ
い
て
伺

う
。

会
計
課
長　

備
品
台
帳
で

管
理
し
て
い
ま
す
。
財
務

規
則
に
基
づ
き
、
各
課
に
整

理
・
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。

小
林
一
男　

議
員

農
産
物
直
売
所
を
核
と
し

た
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
整

備
事
業
の
中
で
精
米
機
の
導
入

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

農
政
課
長　

現
在
直
売
所

で
販
売
し
て
い
る
米
の
精

米
は
、
茂
木
町
に
あ
る
J
A
は

が
野
の
精
米
所
を
使
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
直
売
所
内
で
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

今
後
J
A
と
話
し
な
が
ら
販
売

方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
精

米
機
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問

答問答 問答

問答問答問答

問答問答

問答問答

問答問答
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　総務・教育民生・産業建設常任委員会は3月9日から15日まで平成29年度芳賀町一般会計予算及び特別会計予算の
書類審査と現地調査を行いました。
　各委員会は、3月16日の本会議において意見を付して予算を認定しました。

□
書
類
審
査
（
3
月　

日
）

10

総
務
課
、
企
画
課
、
税
務
課
、
会
計
課
、

議
会
事
務
局
、
監
査
委
員
事
務
局

□
現
地
調
査
（
3
月　

日
）

14

消
防
セ
ン
タ
ー
（
1－

2
、
3－

4
）、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
経
常
収
支
比
率
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
中
、
大
型
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
投
資
的
経
費

を
抑
制
し
た
予
算
は
評
価
で
き
る
。
適
正
な
予
算

執
行
、
収
納
率
向
上
に
よ
り
財
政
の
柔
軟
性
を
確

保
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

②
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
実
情
を
加
味
し
町
民
の
防
災
減
災
に
役
立
つ
も

の
と
さ
れ
た
い
。

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
要
支
援
・
要
介
護
の
予
防
と
と
も
に
、
要
介
護
状

態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
可
能
な
限
り
地

域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
地
域
支
援
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

医
療
機
関
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
携
の

も
と
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
つ
い

て
も
平
成　

年
4
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
取
り

30

組
ま
れ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努

力
さ
れ
た
い
。

②
教
育
民
生
常
任
委
員
会
所
管
の
関
係
各
課
に
は
保

育
士
、
学
芸
員
、
司
書
な
ど
多
く
の
専
門
職
で
嘱

託
職
員
や
臨
時
職
員
が
多
い
現
状
で
あ
る
。
安
定

的
に
高
度
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

も
正
職
員
を
配
置
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

じ
て
お
り
、
線
引
き
の
意
味
が
問
い
直
さ
れ
て
い

る
。
将
来
世
代
に
禍
根
を
残
さ
ぬ
よ
う
中
長
期
視

点
で
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
根
拠
と
し
て
自

然
減
と
世
帯
あ
た
り
の
人
数
の
減
少
を
も
と
に
、

必
要
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
求
め
て
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
芳
賀
高
校
跡
地
以
後
の
大
幅
な
住

宅
ス
ト
ッ
ク
増
を
見
込
め
な
い
た
め
、
早
急
な
土

地
利
用
計
画
の
見
直
し
と
線
引
き
見
直
し
へ
の
対

応
を
強
く
求
め
る
。

②
道
の
駅
や
モ
テ
ナ
ス
商
業
集
積
地
に
お
い
て
も
営

業
ス
タ
イ
ル
や
施
設
の
経
年
劣
化
が
目
立
ち
、
本

町
の
商
業
の
将
来
像
が
見
出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。

既
存
の
商
業
施
設
の
更
新
や
、
個
々
の
商
業
者
、

商
店
街
の
意
欲
的
な
販
促
活
動
を
支
援
し
、
地
元

購
買
率
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
区

画
整
理
や
地
区
計
画
に
よ
る
ミ
ニ
商
業
集
積
地
の

配
置
や
消
費
者
、
地
域
、
商
工
会
と
連
携
し
て
新

た
な
芳
賀
町
商
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
を
さ
れ
た
い
。

③
工
業
団
地
内
街
路
樹
及
び
サ
ク
ラ
・
ケ
ヤ
キ
等
伐

採
剪
定
に
つ
い
て
、
芳
賀
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

木
「
け
や
き
」
は
町
木
と
し
て
昭
和　

年
に
制
定
さ

52

れ
、
一
方
芳
賀
工
業
団
地
内
の
桜
並
木
は
憩
い
の
場

と
し
て
も
栃
木
県
内
に
お
い
て
大
変
有
名
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
価
値
あ
る
存
在
で
あ
る
。
今
後
L
R
T

と
も
鑑
み
、
周
辺
環
境
と
あ
わ
せ
街
路
樹
の
維
持
管

理
等
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
の
そ
の
方
向
性
と
在

り
方
を
明
確
に
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

▲書類審査

▲現地調査

▲現地調査

▲書類審査

□
書
類
審
査
（
3
月
8
日
、　

日
）

10

住
民
課
、
健
康
福
祉
課
、
高
齢
者
支
援
課
、

環
境
対
策
課
、
こ
ど
も
育
成
課
、
生
涯
学
習
課

□
現
地
調
査
（
3
月　

日
）

14

総
合
情
報
館
、芳
賀
中
武
道
館
、防
犯
カ
メ
ラ
（
工
業

団
地
内
）、障
害
児
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
貝
町
）

□
書
類
審
査
（
3
月　

日
）

10

農
政
課
、
商
工
観
光
課
、
建
設
課
、
都
市
計
画
課

□
現
地
調
査
（
3
月　

日
）

14

芳
賀
高
校
跡
地
造
成
状
況
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
整
備
状

況
、
稲
毛
田
社
后（
梨
栽
培
）、
銭
蒔
線
、
久
津
方
・
河

井
線
、
遊
水
地
、
飯
島
・
上
横
西
線
、
友
遊
は
が

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
本
町
は
線
引
き
に
よ
っ
て
大
き
な
人
口
ロ
ス
が
生

▲現地調査

▲書類審査

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問

ここが聞きたい
3人の議員が一般質問3人の議員が一般質問

　第　日目に一般質問が行われ、　 人の議員が町政について質問しました。5 3

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の
行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受
ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、
通告制とされています。
　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以
内とされています。

一般質問とは
〈次回の定例会は　月　日からの予定です〉6 2

みんなで議会を傍聴しましょう
議会は、はがチャンネルでも放送します。

－ 放映時間 －
会議当日 円円円円 午後８時から
再 放 送  翌日の午後２時から

石川　保 議員（9ページ）
１　地域公民館の整備事業補助について
２　若者定住促進町営住宅の建設について

水沼　孝夫 議員（10ページ）
１　受動喫煙防止に対する取り組みについて
２　食の安全・安心と食育について

小林　隆志 議員（11ページ）
１　転換期における町農業政策の方針について
２　高齢ドライバーの交通事故対策について
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芳
賀
町
は
第
6
次
振
興
計

画
の
中
で
将
来
人
口
の
位

置
づ
け
を
下
方
修
正
し
、
減
少

や
む
な
し
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

少
子
化
対
策
、
人
口
減
少
対
策

等
他
市
町
村
よ
り
先
進
的
に
実

施
し
て
い
る
と
思
う
が
、
更
に

具
体
的
な
対
策
が
必
要
だ
と
思

う
。

　

芳
賀
工
業
団
地
従
業
員
向
け

限
定
で
町
独
自
定
住
促
進
の
町

営
住
宅
の
建
設
を
提
案
す
る
。

　

入
居
条
件
と
し
て
、
芳
賀
工

業
団
地
の
会
社
に
勤
務
し
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
若
年
層
を
対

象
と
す
る
、
そ
し
て
地
元
自
治

会
に
加
入
し
て
も
ら
う
、
更
に

消
防
団
に
加
入
、
そ
の
す
べ
て

を
ク
リ
ア
し
た
も
の
は
、
家
賃

の
割
引
を
す
る
等
、
ま
ず
は
い

か
に
芳
賀
町
に
住
ん
で
も
ら
う

か
知
恵
を
出
し
合
わ
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
伺
う
。

町
長　

賃
貸
住
宅
の
新
設

が
必
要
に
な
っ
て
き
た
場

合
に
は
、
芳
賀
工
業
団
地
連
絡

協
議
会
等
を
通
じ
て
需
要
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
祖
母
井
地

区
、
下
原
地
区
な
ど
、
今
後
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
民
間
開
発

を
誘
導
で
き
る
よ
う
な
用
地
の

確
保
な
ど
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

石川　保　議員

芳
賀
町
に
は
地
域
公
民
館

が　

か
所
あ
り
、
そ
の
う

103

ち　

戸
未
満
で
構
成
し
て
い
る

50
地
域
公
民
館
は　

か
所
あ
る
。

86

そ
の
公
民
館
の
ほ
と
ん
ど
が　
30

年
経
過
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

改
修
、
新
築
を
考
え
て
は
い
る

が
、
建
設
費
の
大
き
さ
に
個
人

負
担
は
多
額
に
な
り
無
理
が
あ

り
、
特
に　

戸
未
満
の
小
さ
い

50

公
民
館
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が

悪
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

改
修
費　

万
円
を
超
え
な
い
と

50

使
え
な
い
の
は
、
少
な
い
組
織

戸
数
で
負
担
で
き
る
限
度
を
超

え
、
改
修
費
と
し
て
は
ほ
と
ん

ど
が
対
象
に
な
ら
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
補
助
対
象
金
額
条

件
を
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か

地
域
公
民
館
の
整
備
事
業
補
助
に
つ
い
て

伺
う
。町

長　

地
域
公
民
館
は
地

域
の
力
で
建
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
補
助
対
象
条
件
を

下
げ
る
こ
と
は
、
財
政
上
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
公
民
館
整
備
事
業
補

助
金
の
上
限
に
つ
い
て
は
、

戸
数
に
合
わ
せ
た
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。
特
に　

戸
未

50

満
の
組
織
戸
数
に
つ
い
て
は
、

事
業
費
の
上
限
金
額
や
補
助
率

　

パ
ー
セ
ン
ト
の
条
件
を
も
っ

50と
高
く
設
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
伺
う
。

町
長　

芳
賀
町
の
補
助
率

は
他
市
町
村
と
比
較
し
て

も
適
正
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

▲下高中郷公民館　築50年　組織戸数28戸

問 答答

若
者
定
住
促
進
町
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

問答
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受
動
喫
煙
防
止
に
対
す
る

 

取
り
組
み
に
つ
い
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

「
た
ば
こ
の
無
い
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
を
推
進
し
て
い
る
。

国
も
受
動
喫
煙
対
策
を
盛
り
込

ん
だ
健
康
増
進
法
改
正
を
示
し
、

悪
質
な
違
反
に
は
罰
金
を
科
す

と
し
て
い
る
。
町
の
受
動
喫
煙

防
止
の
認
識
と
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。町

長　

芳
賀
町
公
共
施
設

に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止

条
例
を
制
定
し
、
公
共
施
設
の

分
煙
、
禁
煙
を
明
示
、
利
用
者

の
受
動
喫
煙
防
止
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

関
係
す
る
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
は
敷
地
内
禁
煙
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
不
特
定
多

数
が
利
用
す
る
場
所
は
、
各
施

設
の
管
理
者
に
努
力
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

は
、
未
成
年
、
妊
婦
の
喫
煙
防

止
を
第
一
に
、
喫
煙
防
止
教
育

と
喫
煙
害
の
知
識
の
普
及
啓
発

を
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
第

二
に
、
公
共
施
設
の
受
動
喫
煙

防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
未

対
策
の
地
域
公
民
館
の
分
煙
を

地
域
公
民
館
長
連
絡
協
議
会
と

協
議
し
、
普
及
啓
発
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

水沼　孝夫　議員

た
ば
こ
の
煙
に
は
約
7
0

0
0
種
類
の
化
学
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
。
発
が
ん
性
物

質
の
値
は
主
流
煙
に
比
べ
て
副

流
煙
は
2
倍
か
ら
1
2
9
倍
の

危
険
性
が
あ
る
。
周
り
で
煙
を

吸
っ
て
い
る
人
の
ほ
う
が
非
常

に
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど

う
か
伺
う
。

町
長　

庁
議
等
で
受
動
喫

煙
に
対
す
る
知
識
を
ど
う

町
民
に
啓
発
す
る
か
、
よ
り
具

体
的
に
資
料
等
も
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
消
費
さ
れ
る
食
品

の
約　

％
が
輸
入
さ
れ
、

40

輸
入
食
品
に
は
日
本
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
農
薬
や
添
加
物
の
使

用
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
環

境
ホ
ル
モ
ン
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
科
学
物
質
で
あ
り
、

私
た
ち
は
知
ら
な
い
間
に
大
量

に
摂
取
し
て
い
る
。
環
境
ホ
ル

モ
ン
は
、
知
能
低
下
・
学
力
障

害
・
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
、
人
や

生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
芳

な
政
策
は
間
違
っ
て
い
る
。
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長　

食
の
安
全
・
安
心

と
い
う
の
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
町
で
で
き
る
部
分
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問答

答

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

食
の
安
全
・
安
心
と
食
育
に
つ
い
て

賀
町
は
学
校
給
食
に
地
産
地
消

を
取
り
入
れ
た
食
育
を
推
進
し

て
い
る
が
、
近
年
少
子
化
に
も

関
わ
ら
ず
、
児
童
生
徒
の
発
達

障
害
等
の
割
合
が
増
加
し
て
い

る
。
食
育
の
観
点
か
ら
町
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長　

栄
養
教
諭
・
栄

養
士
に
よ
る
給
食
献
立
会

議
を
毎
月
開
催
し
、
献
立
の
作

成
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

給
食
の
肉
類
は
い
ず
れ
も
国
内

産
で
、
食
材
に
対
す
る
安
全
は

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
給

食
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な
食

材
の
確
保
に
努
め
、
地
産
地
消

の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
は
脳
や
神
経
が
発

達
途
中
の
た
め
に
神
経
毒

性
の
農
薬
の
影
響
を
受
け
や
す

い
。
残
留
検
査
を
し
て
い
る
か

ら
安
全
だ
と
さ
れ
た
が
、
世
界

中
が
使
用
禁
止
に
し
て
い
る
農

薬
の
残
留
基
準
を
日
本
は
大
幅

に
緩
和
し
た
。
米
は
2
倍
、
野

菜
は　

倍
に
引
き
上
げ
、
国
民

10

の
健
康
よ
り
経
済
優
先
、
農
薬

会
社
の
利
益
を
優
先
す
る
よ
う

問

答

問

問

答受動喫煙に起因する肺がん・虚血性心疾患による日本での年間死亡数
 （2004年データ）

疾　患受動喫煙を
受ける場所 女　性男　性

1,131人  201人肺がん
家　庭

1,640人  206人虚血性心疾患

  340人  448人肺がん
職　場

1,471人1,366人虚血性心疾患

合計6,803人
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一 般 質 問

小林　隆志　議員

転
換
期
に
お
け
る
町
農
業
政
策
の
方
針
に
つ
い
て

国
の
農
業
政
策
の
抜
本
改

革
に
よ
り
、
平
成　

年
度

30

か
ら
米
の
生
産
調
整
が
撤
廃
さ

れ
、
農
業
者
は
自
ら
の
経
営
判

断
に
基
づ
く
作
付
計
画
に
移
行

す
る
こ
と
に
な
る
。
農
業
者
の

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
等
、
農
業
基
盤

構
築
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

伺
う
。町

長　

平
成　

年
度
に
新

28

た
に
利
用
権
を
設
置
し
た

農
地
面
積
は　
　

に
な
り
、
こ

75
ha

の
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加

す
る
と
考
え
ま
す
。
特
に
約
3

割
を
占
め
る　

歳
以
上
の
農
業

70

経
営
者
が
今
後
5
年
以
内
に
は

農
業
経
営
を
や
め
て
し
ま
う
可

能
性
が
高
く
、
そ
の
方
々
の
農

地
を
担
い
手
に
集
積
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
地
集
積

に
つ
い
て
は
、　
　

以
上
の
大

20
ha

規
模
経
営
体
の
数
を
平
成　

年
31

度
に　

経
営
体
と
す
る
こ
と
を

35

予
定
し
て
お
り
、
法
人
化
を
推

奨
し
、
経
営
の
安
定
化
と
所
得

向
上
を
図
り
ま
す
。

国
の
米
政
策
の
改
革
に

よ
っ
て
、
各
種
交
付
金
の

制
度
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
伺
う
。

町
長　

米
作
付
面
積
1
反

あ
た
り
7
5
0
0
円
の
直

接
支
払
交
付
金
は　

年
度
産
米

30

か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す
。
麦
・

飼
料
用
米
な
ど
の
転
作
に
か
か

わ
る
交
付
金
は
維
持
さ
れ
ま
す

が
、
予
算
の
配
分
の
権
限
が
国

か
ら
県
に
移
譲
さ
れ
ま
す
の
で
、

県
が
推
奨
す
る
作
物
を
推
進
し

て
い
く
方
向
の
予
算
配
分
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

集
落
営
農
の
現
状
と
展
望

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

当
地
域
は
、
集
落

営
農
の
取
り
組
み
が
県
内

で
も
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
に
な
っ
て
稲
毛
田
や
北
部
第

2
地
区
の
中
で
勉
強
会
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
一
つ

の
手
段
と
位
置
付
け
、
平
成　
29

年
度
か
ら
地
域
座
談
会
等
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

町
農
業
公
社
の
機
能
強
化

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

遊
休
農
地
の
解
消

を
目
的
と
し
て
農
地
を
貸

せ
る
状
態
に
す
る
た
め
の
支
援

や
、
離
農
し
た
あ
と
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
や
農
機
具
の
貸
し
出
し
、

あ
る
い
は
、
農
地
中
間
管
理
事

業
を
活
用
し
た
利
用
権
設
定
の

仲
介
な
ど
を
強
化
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
理
事
会
や
評

議
会
に
上
程
し
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ

る
高
齢
者
関
連
の
事
故
に

よ
り
、
全
国
的
に
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
者
が
増
加
し
て
い

る
と
聞
く
。
町
の
自
主
返
納
者

数
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
伺
う
。

町
長　

警
察
署
か
ら
聞
い

た
昨
年
の
デ
ー
タ
で
は
、

真
岡
警
察
署
管
内
で
は
2
2
4

人
、
芳
賀
町
で
は　

人
の
方
が

25

自
主
返
納
し
て
お
り
ま
す
。

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
車
や

誤
発
進
防
止
装
置
を
利
用

し
た
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

伺
う
。町

長　

現
時
点
で
は
、
先

進
機
能
に
特
化
し
た
講
習

会
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
車
が
増

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
事

故
の
減
少
が
期
待
で
き
ま
す
の

で
、
高
齢
者
向
け
の
交
通
安
全

教
室
等
で
説
明
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
昨
年
、
中

学
校
で
実
施
し
た
ス
ケ
ア
ー
ド

ス
ト
レ
ー
ト
と
い
う
講
習
会
が

問答

問答

問答

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

 

交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

問答

問答

非
常
に
好
評
だ
っ
た
こ
と
も
踏

ま
え
、
今
後
要
望
が
高
く
な
っ

て
き
た
場
合
に
は
、
高
齢
者
向

け
の
体
験
型
講
習
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問答

▲春の交通安全街頭啓発活動
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平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222228888888888年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度政政政政政政政政政政務務務務務務務務務務活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動費費費費費費費費費費のののののののののの各各各各各各各各各各会会会会会会会会会会派派派派派派派派派派収収収収収収収収収収支支支支支支支支支支報報報報報報報報報報平成28年度政務活動費の各会派収支報告告告告告告告告告告告
　政務活動費は、各会派及び議員が町政の課題及び町民の意見を把握し、町政に反映させるための調査研究等の活動
に要する経費に対して交付されます。議員1人あたり年額12万円を限度に交付しています。
　平成28年度の活動と収支を報告します。

芳賀政友会
所属議員　小林　信二、大島　　浩、杉田貞一郎、小林　俊夫、小林　一男、大根田周平、岡田　年弘
交 付 額　840,000円
支 出 額　733,130円
支出内容　視察
　　　　　・子育て支援施策の充実について（北海道松前郡福島町）
　　　　　・積極的な移住受け入れ施策について（北海道二海郡八雲町）
　　　　　・伊勢市中心市街地活性化基本計画について（三重県伊勢市）

自由の会
所属議員　北條　　勲
交付額　120,000円
支出額　113,980円
支出内容　視察
　　　　　・子育て支援施策の充実について（北海道松前郡福島町）
　　　　　・積極的な移住受け入れ施策について（北海道二海郡八雲町）
　　　　　・伊勢市中心市街地活性化基本計画について（三重県伊勢市）

志友会
所属議員　小林　隆志、岩村　治雄、増渕さつき、大根田　弘
交 付 額　480,000円
支 出 額　225,672円
支出内容　視察
　　　　　・「富山型デイサービス」の取り組みについて（NPO法人にぎ

やか）
　　　　　・LRTの運営状況について（富山地方鉄道株式会社）
　　　　　・水素リーダー都市プロジェクトについて（福岡県福岡市）

芳志会
所属議員　石川　　保、水沼　孝夫
交 付 額　240,000円
支 出 額　240,000円
支出内容　視察研修
　　　　　・「富山型デイサービス」の取り組みについて（NPO法人にぎ

やか）
　　　　　・LRTの運営状況について（富山地方鉄道株式会社）
　　　　　・水素リーダー都市プロジェクトについて（福岡県福岡市）
　　　　　・タブレットから始まるICT化と開かれた議会（東京都）
　　　　　・スマートエネルギーEXPO（東京都）
　　　　　事務費
　　　　　参考図書

▲伊勢市での視察の様子

▲整備された伊勢の街並

▲富山市での視察の様子

▲福岡市での視察の様子



13　No.163 議会だよりはが

聲聲
〈こえ〉〈こえ〉

私のいいたいこと私のいいたいこと

設楽　崇之さん
（下延生）

業農るあ力魅！せ指目
　新規就農して農業に従事し、はや5年がたちましたが、以前から掲げていた目標のス

タートラインにやっと立てるように思います。

　1反あたりの収量をあげることはもちろんですが、持続的かつ安定的な経営でなけれ

ばならないと思います。また作業に費やす時間が多大で、重労働もあり労働生産性の低

さが目立つこともあると思います。家族も農業労働に加え、家事・育児さらには介護な

どの労働過重で、適正な労働の評価ができない部分もあるのではないでしょうか。

　初期投資を抑えることはもちろん、省力化・効率化を図り、生産性を上げなければ農

業の魅力は損なわれ、若い担い手はさらに減少していくのではないでしょうか。

藤　　和子さん
（八ツ木）

でいなれ忘
　私は、2011年3月11日に発生した東日本大震災を機に災害の少ない町と聞き、芳賀町

に引っ越してきました。暮らし始めて早いもので4年がたとうとしています。

　見知らぬ町での生活に最初は戸惑いや不安がありましたが、芳賀町の方々はとても親

切に接してくださいました。今ではとても快適に暮らしています。

　ですが忘れないでください。いつ、どこで災害が起こるかわかりません。

　「天災は忘れた頃に来る」寺田寅彦博士が関東大震災後に書いた有名な驚句です。普段

から防災について関心を持ち、災害時の家族の連絡方法・避難場所の確認・非常食の準

備、そして身の回りに危険箇所がないか改めて見直してみてはいかがでしょうか。

　また、最新技術のドローンは、人が立ち入りにくい災害現場の状況確認と迅速な救助

と処置が可能になります。近い将来芳賀町でも必要になってくるのではないでしょうか。

齋藤　裕美さん
（東水沼）

！謝感に援支て育子
　芳賀町では、子育て支援に力を入れてくださっていて、「18歳までの医療費無料化」
や「学校給食費の補助」など他の市町ではないようなものから、その他様々な助成があ
り子育て中の私たちにとって、とても有難い事だと思っております。
　また、学校施設はとてもきれいで、冷暖房完備という恵まれた環境の中で勉学に励む
ことができる子どもたちはとても幸せなことだと感じております。
　町外に住む友人にも「芳賀町っていいよね。」と言われることが多く、その度に芳賀町
で子育てできることに誇りを感じております。
　しかし、このような恵まれた環境にいる子どもたちを見てみると「学力低下」や「運
動能力の低下」が深刻な問題になっており、これからはそれらの問題にも力を入れてい
かなければなりません。
　これからも、子育て中の親と子どもたちに寄り添った町の政策に期待しております。
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議会日誌
２月
　１日・芳賀中生徒会模擬議会
　２日・定例監査
　７日・芳賀赤十字病院移転新築起工式
　１０日・高根沢町議会視察来庁
　１４日・消防委員研修（～１５日）
　１６日・議員全員協議会
　１７日・県議長会研修会議、地域包括支援セン

ター運営協議会
　１９日・舞踊まつり
　２０日・例月現金出納検査、芳賀中部上水道企

業団例月現金出納検査
　２１日・農業委員との懇談会
　２２日・議会運営委員会
　２７日・芳賀中部上水道企業団定例会　芳賀郡

中部環境衛生事務組合議会定例会
　２８日・国保運営協議会

３月
　１日・芳賀地区広域行政事務組合定例会
　２日・平成29年第　回芳賀町議会定例会1
　　　　（～１６日）、議会広報常任委員会
　６日・議員全員協議会
　９日・中学校卒業式
　１１日・公民館大会、生涯学習まつり
　１７日・小学校卒業式
　２１日・例月現金出納検査、芳賀中部上水道企

業団例月現金出納検査
　２２日・真岡消防署茂木分署竣工式
　２４日・町農業公社理事会、町政功労者表彰式
　２７日・交通まちづくりシンポジウム
　２８日・芳賀台地土地改良区総代会
　２９日・町子ども子育て会議

４月
　１日・認定こども園のぶ幼稚園竣工式
　２日・町消防団歓送迎会
　３日・町職員辞令交付式
　６日・議会広報常任委員会
　１０日・中学校入学式、町体育協会監査
　１１日・小学校入学式
　１３日・町奨学生選考委員会、議会広報常任委員会
　１５日・町体育協会定期総会
　１９日・町教育会定期総会、議会広報常任委員会
　２０日・例月現金出納検査、芳賀中部上水道企

業団例月現金出納検査、町農業再生協
議会

増渕議長に功労表彰
　平成29年2月8日、全

国町村議会議長会から

増渕さつき議長が表彰

されました。

　増渕議長は町村議会

議員として、議会の運

営及び地域の振興発展

に特に顕著な功労が

あったとしてその功績

がたたえられました。

編
集
室

　

東
日
本
大
震
災
が
平
成　

年
3
月

23

　

日
に
発
生
し
て
6
年
が
経
過
し
ま

11し
た
。
風
評
と
風
化
が
同
時
に
進
行

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
の
中

に
は
、
い
ま
だ
に
仮
設
住
宅
で
生
活

を
続
け
る
家
族
、
各
地
に
避
難
を
し

て
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
家
族
も
い

ま
す
。
避
難
者
は
全
国
で
約　

万
人
、

12

本
県
へ
の
避
難
者
は
2
9
0
0
人
で
、

そ
の
大
半
は
福
島
県
か
ら
の
人
た
ち

で
す
。
早
く
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

「
ふ
る
さ
と
」に
戻
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
防
災
に
つ
い
て
常
に

心
が
け
、
行
政
及
び
地
域
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
、
減
災
に
つ
な
げ
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
町

民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
議
会
広
報
常
任
委
員
会

 

委
員　

岡
田　

年
弘
）

■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 
員 
長　

大
根
田
周
平

　

副
委
員
長　

大
根
田　

弘

　

委　
　

員　

岡
田　

年
弘

　

委　
　

員　

増
渕
さ
つ
き

　

委　
　

員　

杉
田
貞
一
郎

▲ツール・ド・とちぎ　赤羽光次氏（芳志戸）撮影


